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７月２９日（金）に、夏休み親子見学会を実施しました。

７／２９　夏休み親子見学会Memo
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電
力
が
不
足
す
る
と
　 

　
　
　
ど
う
な
る
の
？

　
電
気
は
、
発
電
す
る
電
気
の
量

（
供
給
量
）
と
、
使
用
す
る
電
気
の

量
（
需
要
量
）
が
異
な
る
と
、
品

質
（
周
波
数
）
が
乱
れ
、
電
気
を

使
う
機
器
に
不
調
や
故
障
を
引
き

起
こ
し
、
停
電
に
つ
な
が
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
日
ご
ろ
、
電
気
事

業
者
は
、
事
前
に
需
要
量
を
予
測

し
、
供
給
量
を
調
整
す
る
こ
と
で

需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、

安
定
し
た
電
気
を
供
給
で
き
る
よ

う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
地
震
な
ど
の
自
然
災

害
に
よ
っ
て
発
電
所
が
急
に
停
止

し
た
り
、
猛
暑
な
ど
に
よ
っ
て
エ

ア
コ
ン
な
ど
の
需
要
が
急
激
に
高

ま
っ
た
り
し
、
需
要
に
対
し
て
供

給
で
き
る
電
気
が
不
足
し
て
し
ま

う
と
、
い
つ
需
要
と
供
給
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
る
か
分
か
ら
な
い
危

険
な
状
況
（
電
力
需
給
ひ
っ
迫
）

に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
状
況
下
で
は
、
最
悪
の
場

合
、
い
く
つ
も
の
都
道
府
県
を
ま

た
ぐ
よ
う
な
広
範
囲
に
影
響
を
及

ぼ
す
、
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
と
呼
ば

れ
る
大
規
模
停
電
が
起
こ
る
可
能

性
が
出
て
き
ま
す
。

　
電
力
ひ
っ
迫
状
態
を
解
消
す
る

た
め
に
供
給
量
を
増
や
そ
う
に
も
、

発
電
が
で
き
な
い
と
い
っ
た
場
合

に
は
、
需
要
側
が
節
電
を
す
る
な

ど
し
て
、
電
力
需
給
の
バ
ラ
ン
ス

を
保
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
、
政
府
や
電
気
事
業

者
は
、
大
規
模
停
電
の
リ
ス
ク
が

予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
「
電
力
需

給
ひ
っ
迫
注
意
報
・
警
報
」
を
発

令
す
る
な
ど
し
て
、
節
電
の
協
力

を
呼
び
掛
け
て
い
る
の
で
す
。

　最近、「電気が足りない」「電力需給ひっ迫」という言葉を、耳にしたことがありませんか。
　今年の３月 22日、政府は全国で初めて、猛寒波が襲っていた関東圏に「電力需給ひっ迫警報」
を発令しました。
　これは、３月16日に発生した地震の影響で大規模な発電所が停止していたため、猛寒波の影
響で高まった電力需要を満たすことが難しいと見込まれたためです。
　電力が不足するとどうなるのか。なぜ、今、電力が足りないのか。そして、我々ができるこ
とは何かについて、まとめてみました。

「電力需給ひっ迫」ってなに？
電気が足りない⁉ 今話題の

供給量

普段は需要にあわせて発電し、
バランスをとっている。

＊ 周波数の乱れによる発電所の設備故障を
　 防ぐために自動的に停止。

発電所の停止などで需給のバランスが崩れると、
大規模停電が発生する恐れが！

需要量

停止中

震源

2018 年 9月 6日　日本初ブラックアウト発生

　最大震度７を観測した、北海道胆振東部地震を起因とし
て大規模な火力発電所が停止したことにより、需給のバラ
ンスが崩れ、別の発電所も次々と停止＊、最終的には北海道
全域（最大 295 万戸）に及ぶブラックアウトが
発生しました。復旧まで約２日程度かかり、
多くの住民の生活に影響を及ぼしました。
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ど
う
し
て
今
電
気
が
　

　
不
足
し
て
い
る
の
⁉

需
給
ひ
っ
迫
に
備
え
て
　

何
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

家
で
で
き
る
節
電
方
法
！

を
見
込
ん
で
、
休
止
中
の
火
力
発

電
所
を
復
活
さ
せ
る
な
ど
し
て
、

対
策
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
依
然
と
し
て
課
題
は

解
決
し
て
お
ら
ず
、
日
照
時
間
が

減
る
、
今
年
の
冬
に
は
、
よ
り
厳

し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　
家
庭
で
で
き
る
、
簡
単
な
節
電

方
法
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

①
こ
ま
め
に
ス
イ
ッ
チ
を
消
す

②
使
わ
な
い
機
器
は
コ
ン
セ
ン
ト

か
ら
プ
ラ
グ
を
抜
く
（
ス
イ
ッ
チ

を
入
れ
て
な
く
て
も
コ
ン
セ
ン
ト

が
つ
な
が
っ
て
い
る
と
電
化
製
品

は
待
機
電
力
と
い
う
電
力
を
消
費

し
て
い
ま
す
。
節
電
タ
ッ
プ
を
導

入
す
る
の
も
よ
い
で
す
。）

③
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
フ
ィ
ル
タ
ー

を
清
掃
す
る

④
家
電
を
節
電
で
き
る
も
の
に
買

い
替
え
る

　
節
電
を
す
る
と
、
電
気
料
金
も

抑
え
る
こ
と
が
で
き
お
得
で
す
が
、

一
方
で
、
近
年
で
は
酷
暑
や
厳
冬

な
ど
に
よ
る
影
響
で
体
調
が
悪
く

な
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
支
障
を
き
た
さ
な
い
範
囲

で
、
可
能
な
も
の
か
ら
取
り
組
ん

で
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
CO2
等
の
温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出

し
な
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

環
境
に
や
さ
し
い
ク
リ
ー
ン
な
発

電
方
法
で
す
が
、
一
方
で
昼
夜
や

天
候
に
発
電
量
が
左
右
さ
れ
る
と

い
う
課
題
が
あ
り
、
日
本
で
は
、

そ
の
過
不
足
分
を
、
発
電
量
の
調

整
が
し
や
す
い
火
力
発
電
や
水
力

発
電
で
補
っ
て
き
ま
し
た
。

　
近
年
で
は
、
環
境
へ
の
影
響
の

観
点
か
ら
、
国
際
的
に
も
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
が
加
速
し

て
お
り
、
日
本
で
も
年
々
普
及
率

が
高
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
火
力
発
電
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発

電
が
で
き
な
い
悪
天
候
時
等
に
し

か
100
％
の
稼
働
が
で
き
ず
、
ま
た
、

多
く
の
発
電
所
は
老
朽
化
の
た
め

維
持
管
理
コ
ス
ト
が
高
く
、
採
算

性
が
悪
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

休
廃
止
す
る
発
電
所
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
急
な
悪
天
候
な
ど

で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る

発
電
が
で
き
な
い
場
合
に
、
不
足

し
た
電
力
を
補
い
た
く
て
も
、
補

う
た
め
の
発
電
所
が
無
く
な
っ
て

き
て
い
る
た
め
、
よ
り
需
給
ひ
っ

迫
が
起
こ
り
や
す
い
状
況
に
な
っ

て
い
る
の
で
す
。

　
今
年
の
夏
、
政
府
は
電
力
不
足

＊ 資源エネルギー庁　総合エネルギー統計より作成。

一次エネルギー国内供給割合の推移

再生可能エネルギー等（水力除く）水力原子力天然ガス石炭石油
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【調査結果】◆1月～3月（月平均値）
・シンチレーション検出器（38地点）
　県第一測定局および九電測定局計13地点の結果
は、これまでの範囲内でした。また、平成25年度
から測定を開始した県の第四測定局25地点の結果
についても、先の13地点と同程度のレベルでした。

・電離箱検出器　（42地点）
　県第一および第二測定局計22地点の結果は、これ
までの範囲内でした。また、平成25年度から測定を
開始した県の第三測定局20地点の結果についても、
先の22地点と同程度のレベルでした。

1. 空間線量率

川内原子力発電所周辺
環境放射線調査結果
川内原子力発電所周辺
環境放射線調査結果

令和４年

１月～3月

50 60 70 80 90 100
単位：ナノグレイ／時

22地点（県第一及び第二測定局）

20地点（県第三測定局）

モニタリングポスト・ステーション
48

57 80

94

20 30 40 50 60

13地点 （県第一測定局及び九電測定局）

＊１mGy（ミリグレイ）＝1,000μGy（マイクログレイ）＝1,000,000nGy（ナノグレイ）

25地点（県第四測定局）

モニタリングポスト・ステーション

単位：ナノグレイ／時

4545

2323 6060

●

隈之城局

●大川中局

湯田局

山門野局

高尾野小局
折多小局

鶴見局

西目小局

田代小局
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郡局

住吉局
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樋脇小局
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青山局

●
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川内原子力発電所

久見崎局
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●
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●
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●湯島局
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●
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港体育館局
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長里局

●里局

●
江石局

●鹿島局

●長浜小局

●手打小局

●境界北局

●境界東局

北門南局■

境界南局
●

正門西局
■

海側ポスト
●

川内原子力発電所

八重山局

出水市

さつま町

鹿児島市

日置市

●空間放射線量測定地点（73局）

＊シンチ：シンチレーション検出器、電離箱：電離箱検出器
＊第三、第四測定局は平成24年度設置

測定局・主体 設備（局数） シンチ 電離箱

第一測定局 県 ● モニタリングポスト（6） ○ ○
■ モニタリングステーション（1） ○ ○

第二測定局 県 ● モニタリングポスト（15） ○
第三測定局 県 ● モニタリングポスト（20） ○
第四測定局 県 ● モニタリングポスト（25） ○

九州電力 ● モニタリングポスト（4） ○
■ モニタリングステーション（2） ○

薩摩川内市

●空間放射線量率
　川内原子力発電所を中心に設置してあるモニタリングポストおよびモニタリン
グステーション73局で、空気中および大気中のガンマ線の線量率（1時間当たり
の放射線量）を連続測定しています。測定は、低線量率を測定するシンチレー
ション検出器と、高線量まで測定できる電離箱検出器によって行っています。
　測定値のほとんどは、自然界の放射線によるものです。

3921

過去の測定値範囲 今回の測定値範囲 過去の測定値範囲 今回の測定値範囲

92

放射線は直接、人間の五感で感じることができないため
発光現象や電離現象などを利用して検出します。

一

モ
メ
口

25 56

49

59 78

2020
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●調査結果：「空間放射線量および環境試料の放射能とも、これまでの調査結果と比較して同程度の
　レベルであり、異常は認められていない。」という結果でした。
＊評価基準：空間放射線量および環境試料の放射能については「過去の測定値範囲」との比較で行います。

●空間積算線量（91日換算）
　空気中及び大地からのガンマ線が、3カ月間にどのくらいあるかを測定しています。
　＊測定施設：モニタリングポイント

【調査結果】◆1月～3月
　今回の範囲：「0.09～0.14」ミリグレイ
　過去の範囲：「0.09～0.17」ミリグレイ

【補足説明】
　49地点で調査しています。

【補足説明】
　今回は、海洋試料9試料、陸上試料33
試料の計42試料を調査しました。
　また、環境試料の放射能分析では、
人工の放射性物質であり環境における
蓄積や被ばくの観点から重要と考えら
れるセシウム-137、コバルト-60、スト
ロンチウム-90、ヨウ素-131について測
定しています。

【用語説明】　＊鹿児島県「川内原子力発電所周辺環境放射線調査結果報告書」などより
●セシウムー137（Cs）・・ウランなどの核分裂で生成する半減期約30年、ベータ線とガンマ線を出す放射性物質です。地上に
　　　　　　　　　　　　　あるほとんどは過去の原水爆実験で発生したものです。
●コバルトー60（Co）・・・原子炉の中で安定元素であるコバルトー59に放射線の一種である中性子が吸収されて生成する半減
　　　　　　　　　　　　　期約5年、ベータ線とガンマ線を出す放射性物質です。
●ストロンチウムー90（Sr）・・ウランなどの核分裂で生成する半減期約29年、ベータ線を出す放射性物質です。地上にあるほとん
　　　　　　　　　　　　　どは過去の原水爆実験で発生したものです。
●ヨウ素ー131（Ｉ）・・・・ウランなどの核分裂で生成する半減期約8日、ベータ線とガンマ線を出す放射性物質です。
●グレイ（Gｙ）・・・・・・・放射線が物質に当たるとき、その物質に吸収された放射線量を測るものさしが「グレイ」です。
●ベクレル（Bq）・・・・・・1秒間に1個の原子核が崩壊して放射線を出す物質の放射能の強度または放射性物質の量を1ベクレ
　　　　　　　　　　　　　ルといいます。

単位：ミリグレイ

0.10

0.09 0.17

0.20

49地点

モニタリングポイント

0.140.14

過去の測定値範囲 今回の測定値範囲

2. 空間積算線量

環境放射線監視情報携帯電話用  http://www.env.pref.kagoshima.jp/houshasen/i/data_top.cgi

携帯電話用
二次元
バーコード

環境放射線監視情報ホームページ　 http://www.env.pref.kagoshima.jp/houshasen/
空間放射線量の測定データは、リアルタイムでパソコンや携帯電話から閲覧可能となっています。

　この調査は、鹿児島県と九州電力㈱が、川内原子力発電所周辺の環境の保全と住民の健康を守るため、環境におけ
る原子力発電所に起因する放射線による公衆の線量が、年線量限度（１ミリシーベルト／年）を十分下回っていること
を確認するために実施しているものです。調査結果は、学識経験者で構成される「鹿児島県環境放射線モニタリング
技術委員会」の指導・助言を得て検討・評価を行い、3カ月ごとに公表されています。

0.090.09

＊上図は49地点全ての積算線量範囲です。

●環境試料の放射能
　海水、牛乳などに含まれているベータ線やガンマ線を放出する放射性物質の濃度を測定しています。

【調査結果】◆1月～3月
　セシウム-137、ストロンチウム-90が
一部の試料で検出されましたが、これ
までの調査結果と同程度のレベルであ
り、異常は認められませんでした。
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川
内
原
子
力
発
電
所

夏
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み
親
子
見
学
会

　
展
示
館
内
の
見
学
後
、
発
電
所

構
内
を
バ
ス
で
見
学
し
ま
し
た
。

　
例
年
と
は
違
い
、
所
内
の
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
と
し
て
、

施
設
に
降
車
せ
ず
に
バ
ス
か
ら
だ

け
の
見
学
に
な
り
ま
し
た
が
、
巨

大
な
原
子
炉
建
屋
は
も
ち
ろ
ん
、

発
電
所
専
属
の
消
防
施
設
や
、
安

全
対
策
用
の
資
機
材
を
配
備
し
て

あ
る
緊
急
用
保
管
エ
リ
ア
、
津
波

対
策
を
施
し
た
海
水
ポ
ン
プ
エ
リ

ア
な
ど
、
発
電
所
の
多
様
な
安
全

対
策
設
備
を
、
添
乗
員
の
解
説
を

聞
き
な
が
ら
見
学
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
見
学
会
中
は
、
参
加
家
族
ご
と

に
放
射
線
簡
易
測
定
器
が
配
布
さ

れ
て
お
り
、
手
元
の
数
値
を
チ
ェ
ッ

ク
し
な
が
ら
、
身
の
回
り
に
自
然

放
射
線
が
あ
る
こ
と
や
、
発
電
所

の
放
射
線
管
理
が
し
っ
か
り
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
体
感
で
き
ま
し

た
。

　
展
示
館
で
は
、
夏
休
み
の
自
由

研
究
に
繋
が
る
よ
う
な
体
験
学
習

と
し
て
、「
発
電
の
仕
組
み
」
や
「
発

電
に
利
用
さ
れ
る
自
然
の
力
」
に

つ
い
て
、
空
気
砲
や
手
回
し
発
電

機
な
ど
を
用
い
た
実
験
を
通
し
て

学
び
ま
し
た
。

　
体
験
学
習
後
は
、
館
内
の
実
物

大
の
原
子
炉
模
型
な
ど
の
展
示

ブ
ー
ス
を
見
学
し
な
が
ら
、
ク
イ

ズ
に
挑
戦
し
、
原
子
力
発
電
所
や

放
射
線
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

川
内
原
子
力
発
電
所
展
示
館

原
子
力
発
電
所
構
内

子
ど
も 

● 

ク
イ
ズ
を
通
し
て
い
ろ
ん
な
こ
と

　 

を
教
え
て
も
ら
い
、
楽
し
か
っ
た
。

　 

次
も
参
加
し
た
い
。

● 

原
子
力
に
つ
い
て
少
し
分
か
り
、

　 

勉
強
に
な
っ
た
。
ま
た
見
学
し
た

　 

い
。

保
護
者 

● 

す
ご
く
安
全
対
策
が
施
さ
れ
て
い

　 

る
と
思
っ
た
。

● 

今
度
は
バ
ス
を
降
り
て
中
を
よ
く

　 

見
ら
れ
た
ら
う
れ
し
い
。
原
子
力

　 

発
電
所
は
危
な
い
と
こ
ろ
か
と

　 

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
わ
り
に

　 

も
、
働
く
人
に
も
安
全
な
の
だ
と

　 

分
か
り
、
参
加
し
て
よ
か
っ
た
。

参
加
者
の
声

　
７
月
29
日
（
金
）
に
川
内
・
樋
脇
・
入
来
・
東
郷
・
祁
答
院
地
域
の
小
・

中
学
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
、
川
内
原
子
力
発
電
所
夏
休
み
親
子

見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
か
ら
、
前
回
か
ら
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
が
、
計
９
名
が
参
加
し
、
川
内
原
子
力
発
電
所
展
示
館
と
川
内
原
子
力

発
電
所
構
内
を
見
学
し
ま
し
た
。

空気砲で飛ばした空気の
塊を、 機械で発生させた
煙で観察してみました！

電球を灯すのにも、
結構力が必要
なんだね！
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